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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　搬送される記録媒体に画像を記録する画像記録部と、
　前記画像記録部と対向して設けられ、前記記録媒体を吸引するための複数の孔からなる
吸引エリアを有するプラテンと、
　複数の前記孔とそれぞれが連通し、前記吸引エリアが前記記録媒体の搬送方向において
分割されるように、前記搬送方向に沿って互いに隣接し配設されている複数のプラテン室
と、
　前記プラテン室を介して複数の前記孔からエアーを吸引する吸引部と、
　を具備し、
　前記搬送方向の最上流側の前記吸引エリアに対応する位置に配設される前記プラテン室
は、２つの前記吸引部が配設され前記吸引エリアの幅方向において前記吸引エリアの中央
に対応する位置に配設され前記孔からエアーが吸引される第一の吸引室と、前記搬送方向
と直交する前記記録媒体の幅方向において前記第一の吸引室の両側にて隣接し前記第一の
吸引室を介してエアーが吸引される第二の吸引室と、を有し、
　前記最上流側の前記プラテン室よりも下流に配設されている下流側の前記プラテン室は
、複数の前記第二の吸引室のみを有し、
　下流側の前記プラテン室よりもさらに下流に配設されている最下流側の前記プラテン室
は、１つの前記吸引部が配設されている前記第一の吸引室と、前記第二の吸引室とを有し
、
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　各々の前記プラテン室の前記第一の吸引室と、下流側の前記プラテン室における１つの
前記第二の吸引室とは、前記吸引エリアの幅方向の同一位置に配設され、
　最上流側の前記プラテン室と最下流側の前記プラテン室とにおいて隣接する前記第一の
吸引室と前記第二の吸引室とは、前記第一の吸引室の内部圧力が所定の負圧に達すると開
放し前記第一の吸引室と前記第二の吸引室とを連通させるエアー流制御部によって仕切ら
れ、
　前記エアー流制御部は、下流側の前記プラテン室において、前記吸引エリアの幅方向の
前記同一位置に配設される前記第二の吸引室の内部圧力が所定の負圧に達すると開放し、
下流側の前記プラテン室において隣接する前記第二の吸引室同士を連通させ、
　前記エアー流制御部は、前記吸引エリアの幅方向の前記同一位置に配設されている最上
流側の前記プラテン室の前記第一の吸引室と下流側の前記プラテン室の前記第二の吸引室
とにおいて、前記第一の吸引室の内部圧力が所定の負圧に達すると開放し前記第一の吸引
室と前記第二の吸引室とを連通させ、
　前記エアー流制御部は、前記吸引エリアの幅方向の前記同一位置に配設されている下流
側の前記プラテン室の前記第二の吸引室と最下流側の前記プラテン室の前記第一の吸引室
とにおいて、前記第一の吸引室の内部圧力が所定の負圧に達すると開放し前記第一の吸引
室と前記第二の吸引室とを連通させることを特徴とする画像記録装置。
【請求項２】
　前記第二の吸引室は、前記吸引エリアの幅方向において前記第一の吸引室の両側に複数
配設されていることを特徴とする請求項１に記載の画像記録装置。
【請求項３】
　前記エアー流制御部の開放度合いを検知する検地部をさらに具備する特徴とする請求項
請求項１乃至２のいずれか１項に記載の画像記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体に対して画像を記録する画像記録装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、近年普及している、例えばインクジェットプリンタなどの画像記録装置は、例
えば記録紙、ＯＨＰ用紙等の記録媒体を搬送する搬送部（ベルトプラテン）を有している
。画像記録装置は、吸湿により記録媒体先端部で波打ちが発生したり、カールが発生して
いる記録媒体に記録する。その際、記録媒体とプラテンが不均一に吸着することで、イン
クヘッドから吐出されるインクの飛翔距離がばらつき、記録むらが生じ、又は高さが不均
一な記録媒体がインクジェットヘッドに接触して汚れてしまう不具合がある。更には、記
録媒体とインクジェットヘッドの接触によってインクジェットヘッドを破損させてしまう
こともある。
【０００３】
　そこで、記録媒体とプラテンが確実に且つ安定して吸引吸着させることが可能で、記録
媒体の詰まりや搬送性能への影響等が発生する虞がなく、高画質で記録を安定して行うこ
とができる記録媒体搬送装置が特許文献１に開示されている。　
　特許文献１に開示されている記録媒体搬送装置１６０の側面図を図１７に示す。第１減
圧室１２１ａは、記録ヘッド２３１に対向し、吸引ユニットの最上流側に設けられ、負圧
を高めるために記録媒体１００の端部を最初に吸着する吸引室１２３から延びる吸引孔１
２４と連通するように形成される。第２減圧室１２１ｂは、その他の吸引室１２３から延
びる吸引孔１２４と連通するように形成されている。第１減圧室１２１ａに作用する第１
ポンプ１３２ａには、２基のファンがインク吐出方向に直列となるように配設され、第２
減圧室１２１ｂに作用する第２ポンプ１３２ｂには、１基のファンが配設されている。　
　直列に配設された２基のファンを有する第１ポンプ１３２ａは、２基のファンが並列に
配設されたポンプと比べて流量は低下するが高い負圧を得ているため、記録媒体１００は
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プラテン搬送時に十分に吸引吸着される。
【０００４】
　特許文献２に開示される画像記録装置には、図１８に示すように画像記録部１１１と対
向する記録領域において少なくとも１つの開口が形成された補助部材１１３、記録領域の
最も記録媒体搬送方向上流側近傍の部分を含む第１の領域１５３及び単位面積あたりの開
口による総開口面積である開口率が第１の領域よりも小さく且つ記録媒体の搬送方向に関
して第１の領域よりも下流側に配置された第２の領域１６２を設けている。　
　第１の領域１５３よりも記録媒体１０２の搬送方向下流側に配置された第２の領域１６
２の開口率が第１の領域１５３の開口率よりも小さい。よって記録媒体１０２の先端部近
傍だけが第１の領域１５３内に形成された開口によって補助部材１１３上に吸着される場
合において、第１の領域１５３内に形成された開口における負圧が極端に小さくなること
を抑制している。そのため、記録媒体２の先端部近傍は、第１の領域内に形成された開口
によって補助部材１１３上に確実に吸着する。さらに、補助部材１１３に対する記録媒体
１０２の先端位置にかかわらず、記録媒体１０２を補助部材１１３に確実に吸着させつつ
搬送することができる。
【０００５】
　また、従来の画像記録装置を図１９及び図２０に示す。　
　図１９（ａ）は、吸湿により記録媒体１２０の先端が波打ちを発生している状態で搬送
された状態を示す。図１９（ｂ）は、記録媒体１２０をプラテン１４４に吸着させた状態
を示す。　
　図２０（ａ）は、中央部が浮いてプラスカールの状態になっている記録媒体２２０が搬
送された状態を示す。図２０（ｂ）は、記録媒体幅方向の両端部でプラテン１４５と密着
し、そのしわが記録媒体幅中央部に集中し、更にプラテン１４５から記録媒体２２０が持
ち上がった状態を示す。
【０００６】
　図１９では、プラテン１４４に搬送された記録媒体１２０は、波打ちの状態であるため
吸着にばらつきが出てしまう。図示されていない吸引ファンによりをプラテンの穴１４６
を通してプラテン１４４に吸着された記録媒体１２０は、図１９（ｂ）に示すように波打
ちの谷部を吸着するのみで吸着にムラが出てしまう。　
　また図２０では、プラテン１４５上でプラスカール状態になっている記録媒体２２０は
、吸着させると記録媒体幅方向に両端部でプラテン１４５と密着する。他方、カールした
しわは記録媒体幅中央部に集中し、更にプラテン１４５から記録媒体２２０が持ち上がっ
た状態を維持してしまう。
【特許文献１】特開２００４－０１８１５１号公報
【特許文献２】特開２００３－２１１７４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前述した特許文献１に記載の記録媒体搬送装置１６０は、プラテンに搬送された記録媒
体１００の先端部の吸着性を良くするために、記録媒体突入部分のプラテンの吸着負圧を
他のエリアよりも高くしている。　
　しかし、プラテンに搬送された記録媒体１００は、記録媒体１００の吸湿によって発生
する波打ちやプラスカールした状態であるため記録媒体幅方向の全長に対してプラテン上
に接触した部分にのみに強い吸引力が働き密着する。波打ちやプラスカールになっている
状態の記録媒体１００の長さは、波打ちやプラスカールになる前の直線距離と比較すると
伸びている。接触部或いは、両端部がプラテンに固定されているため波打ちを無くし波打
ちの山（凸）部をプラテンに密着させるためには、記録媒体１００の実質的な長さを直線
距離の長さに圧縮する必要がある。しかし、記録媒体１００を強い吸引力で吸引する必要
があるため、吸引ファンの増加による装置の大型化及びそれに伴う設備投資等のコストア
ップに繋がる。
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【０００８】
　また特許文献２に記載の画像記録装置は、記録媒体先端の中央部に対応するプラテン部
の区域で、記録媒体幅の中央部のみ吸着孔１１５を大きくして、吸着力を向上させている
。　
　しかし、記録媒体１０２は記録媒体中央部の波打ちに対してプラテンの記録媒体幅方向
の中央部に引きつけられているが、両端部でも記録媒体１０２は引きつけられている。よ
って記録媒体１０２とプラテンとの接触部分は、記録媒体１０２が水平方向に対して自由
にならない。さらに吸引力の強い中央部は、波打ちをプラテンに吸着することができるが
、吸着力の高い部分とそれ以外のエリアの境に波打ちが寄せ集められ記録媒体幅全体に吸
着を確保することはできない。プラスカールの場合も同様に、記録媒体１０２は吸着力が
弱くてもプラテンに接触している両端がまず固定されるため記録媒体幅全体に吸着を確保
できない。　
　さらに従来の画像記録装置は、波打ち及びプラスカールの場合、吸着力が弱くてもプラ
テン１４４，１４５に接触している部分がまず固定されるので、吸着は確実には行われな
い。
【０００９】
　そこで、記録媒体の先端が記録媒体幅方向に対して徐々にプラテンに吸着できるように
吸着されていないエリアでは、記録媒体をプラテン１４４，１４５に水平方向にたいして
、固定させない必要がある。
【００１０】
　そこで本発明では、弱い吸着負圧でも記録媒体をプラテンに密着させることで着弾ずれ
がなく、高画質で高信頼性のある画像記録装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の画像記録装置は、目的を達成するため、搬送される記録媒体に画像を記録する
画像記録部と、前記画像記録部と対向して設けられ、前記記録媒体を吸引するための複数
の孔からなる吸引エリアを有するプラテンと、複数の前記孔とそれぞれが連通し、前記吸
引エリアが前記記録媒体の搬送方向において分割されるように、前記搬送方向に沿って互
いに隣接し配設されている複数のプラテン室と、前記プラテン室を介して複数の前記孔か
らエアーを吸引する吸引部と、を具備し、前記搬送方向の最上流側の前記吸引エリアに対
応する位置に配設される前記プラテン室は、２つの前記吸引部が配設され前記吸引エリア
の幅方向において前記吸引エリアの中央に対応する位置に配設され前記孔からエアーが吸
引される第一の吸引室と、前記搬送方向と直交する前記記録媒体の幅方向において前記第
一の吸引室の両側にて隣接し前記第一の吸引室を介してエアーが吸引される第二の吸引室
と、を有し、前記最上流側の前記プラテン室よりも下流に配設されている下流側の前記プ
ラテン室は、複数の前記第二の吸引室のみを有し、下流側の前記プラテン室よりもさらに
下流に配設されている最下流側の前記プラテン室は、１つの前記吸引部が配設されている
前記第一の吸引室と、前記第二の吸引室とを有し、各々の前記プラテン室の前記第一の吸
引室と、下流側の前記プラテン室における１つの前記第二の吸引室とは、前記吸引エリア
の幅方向の同一位置に配設され、最上流側の前記プラテン室と最下流側の前記プラテン室
とにおいて隣接する前記第一の吸引室と前記第二の吸引室とは、前記第一の吸引室の内部
圧力が所定の負圧に達すると開放し前記第一の吸引室と前記第二の吸引室とを連通させる
エアー流制御部によって仕切られ、前記エアー流制御部は、下流側の前記プラテン室にお
いて、前記吸引エリアの幅方向の前記同一位置に配設される前記第二の吸引室の内部圧力
が所定の負圧に達すると開放し、下流側の前記プラテン室において隣接する前記第二の吸
引室同士を連通させ、前記エアー流制御部は、前記吸引エリアの幅方向の前記同一位置に
配設されている最上流側の前記プラテン室の前記第一の吸引室と下流側の前記プラテン室
の前記第二の吸引室とにおいて、前記第一の吸引室の内部圧力が所定の負圧に達すると開
放し前記第一の吸引室と前記第二の吸引室とを連通させ、前記エアー流制御部は、前記吸
引エリアの幅方向の前記同一位置に配設されている下流側の前記プラテン室の前記第二の
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吸引室と最下流側の前記プラテン室の前記第一の吸引室とにおいて、前記第一の吸引室の
内部圧力が所定の負圧に達すると開放し前記第一の吸引室と前記第二の吸引室とを連通さ
せることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、弱い吸着負圧でも記録媒体をプラテンに密着させることで着弾ずれが
なく、高画質で高信頼性のある画像記録装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。　
　図１、図２及び図３を参照して第１の実施形態について説明する。図１は、本実施形態
における画像記録装置の内部構成を示す概略的な側面図である。図２は、図１に示す画像
記録装置において、記録媒体がプラテンを遮蔽する状態を示す図である。図３は、プラテ
ン部を上部から見た際のベルトとプラテンの関係を示す概略図である。　
　以下の各実施形態の説明において、図中、記録媒体の搬送方向をＸ軸方向、又は副走査
方向とし、この搬送方向と直交する方向をＹ軸方向、又は主走査方向、又は記録媒体の幅
方向としている。Ｘ軸及びＹ軸方向に直行する方向をＺ軸方向、又は上下方向とする。　
　また文中の断面とはＹ－Ｚ平面に平行な切断面であり、断面Ａ、断面Ｂ及び断面Ｃは搬
送方向に沿って配置されている。
【００１４】
　第１の実施形態に係る画像記録装置１は、記録装置本体３、記録装置本体３を覆う装置
カバー部４、給紙部５、搬送部（ベルトプラテン）６、画像記録部７、塵挨防止部８及び
排出部９を設けている。　
　記録装置本体３は、給紙部５、ベルトプラテン６及び画像記録部７を図示しないフレー
ムにより保持する。なお、本実施形態は、給紙部５の一部が装置カバー部４の外に配置さ
れているが、給紙部５全体を装置カバー部４内に配置することも可能である。さらにカバ
ー部２７は、吐出されたインクが記録媒体２に着弾するまでのインク経路を含む画像記録
部７の近傍エリアと、そのインク経路を含まない画像記録部７の近傍以外のエリアを分離
している。
【００１５】
　給紙部５は、給紙トレイ１０、ピックアップローラ１１、レジストレーションローラ対
１２及びバックアップローラ対１３を備えている。給紙トレイ１０は、所定の長さに裁断
された記録媒体２を収容する。ピックアップローラ１１及びレジストレーションローラ対
１２は、記録媒体２を搬送するための搬送用駆動手段である。　
　さらに、記録媒体２の搬送向きに対するズレ補正を行う機能を有している。ピックアッ
プローラ１１の下流側に配置されたレジストレーションローラ対１２の方向は長手方向中
心軸がＹ軸方向に延在するように配置されている。　
　レジストレーションローラ対１２は、ピックアップローラ１１から搬送された記録媒体
２をバックアップローラ対１３を介してベルトプラテン６に搬送する構成である。　
　バックアップローラ対１３は、レジストレーションローラ対１２と協働して、記録媒体
２の搬送向きに対する斜行のズレ補正を行う機能も有している。給紙部５は、給紙トレイ
１０からベルトプラテン６までの間に、図示しない搬送路を有している。ピックアップロ
ーラ１１並びにレジストレーションローラ対１２は、記録媒体２を搬送路に沿って搬送す
る。　
　なお、給紙部５において、ピックアップローラ１１並びにレジストレーションローラ対
１２は、図示しないモータ等からなる動力源にクラッチを介して接離可能に接続されてい
る。
【００１６】
　記録媒体２を搬送する搬送手段であるベルトプラテン６は、たとえば３つのプラテンロ
ーラ１４と、プラテンローラ１４に掛け渡された無端ベルトであるベルト１５と、プラテ
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ンローラ１４に挟まれて配置されたプラテン部１６により構成されている。また、記録媒
体２の搬送方向において、プラテン部１６の上流側には、前述したバックアップローラ対
１３を設けている。バックアップローラ対１３は、上流側のプラテンローラ１４と、プラ
テンローラ１４に対向するように配置される従動ローラからなるバックアップローラ１８
とで構成される。よって記録媒体２は、レジストレーションローラ対１２及びバックアッ
プローラ対１３を経てベルトプラテン６に搬送される。
【００１７】
　ベルトプラテン６は、給紙部５から搬送された記録媒体２を吸着し、インクジェットヘ
ッド２６のノズルと対向するように所定の搬送方向に沿って下流方向に搬送する。ベルト
１５上には多数の小径からなるベルトの孔２５を有し、さらにベルト１５の搬送速度は、
レジストレーションローラ対１２の搬送速度より遅く設定されている。　
　プラテン部１６内は、記録媒体搬送面に配置された多数の開口した孔１９、プラテン２
０、プラテンファン２１、プラテン部１６内の圧力測定及び圧力制御のためのプラテン部
圧力センサー２２及びバイパス３７が設けられている。　
　プラテンファン２１は、ベルト１５上に設けられた開口した多数のベルトの孔２５及び
プラテン部１６の記録媒体搬送面に対して配置されたプラテンの孔１９を通じて吸引する
。給紙部５から搬送された記録媒体２は、ベルト１５上に吸着されつつ、ベルト１５の移
動に伴い搬送される。　
　図３に示すようにプラテン上のプラテンの孔１９は、記録媒体２が断面Ａ、断面Ｂ及び
断面Ｃと下流に搬送されるに従って記録媒体幅中央部分から記録媒体幅方向に沿ってプラ
テンの孔１９が徐々に増える様に配置されており、吸引エリアが下流方向に行くにつれて
記録媒体幅中央部から記録媒体幅方向に沿って広がっている。
【００１８】
　ベルトプラテン６と対向するように配置されている画像記録部７は、例えば、ブラック
（Ｋ）、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）等の４色のインクにより対応可
能な複数のノズルを用いてインクを吐出させて画像記録を行うインクジェットヘッド２６
を設けている。これらのインクを吐出する複数のノズルは等間隔に列状に配列されノズル
列を構成している。各インクジェットヘッド２６は搬送方向に重なるように配置され、重
力方向（垂直下方向）ヘインクを吐出するようにノズル吐出口が設けられている。各ノズ
ル列は、主走査方向に沿って、記録媒体２の幅全体に渡って画像記録を行うように、長さ
が設定されている。インクジェットヘッド２６は、シリアルヘッド（固定ヘッド）タイプ
の記録ヘッドである。
【００１９】
　画像記録部７には、装置内に侵入した大気中のダストや記録媒体２と各搬送ローラとの
当接から発生する紙粉等からなる粉塵による画像記録の劣化を防止し、高精度の画像記録
を行うため、画像記録部７の周辺の空間を囲うカバー部２７は、吐出されたインクが記録
媒体に着弾するまでのインク経路を含む画像記録部７の近傍エリアと、そのインク経路を
含まない画像記録部７の近傍以外のエリアを分離している。カバー部２７は、画像記録部
７の圧力測定及び圧力制御のための画像記録部圧力センサー２４及びバイパス３７を設け
ている。
【００２０】
　塵挨防止部８は、吸引ファン２８、吸引フィルタ２９、及び排気ファン３０，３１を備
えている。　
　吸引ファン２８は、外部から画像記録装置１内にエアーを取り込むための吸引装置であ
る。吸引ファン２８は、吸引フィルタ２９を前方に配置して画像記録装置１内にクリーン
エアーを流入させる。
【００２１】
　画像記録部７は、プラテン部１６に対向する面と吸引ファン２８以外は略密閉されたカ
バー部２７により囲われているため、吸引ファン２８により吸引されたクリーンエアーは
インクジェットヘッド２６へ送風される。　
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　また、バックアップローラ対１３の下流側上方には、仕切り板３２が設けられている。
一方、プラテンローラ１４の上流側下方に仕切り板３３が設けられている。
【００２２】
　さらに仕切り板３２及び仕切り板３３は、エアーフローを仕切る機能を有しているため
、記録媒体搬送能力を低下させることなく、簡便に給紙部５からインクジェットヘッド２
６へ流れる紙粉を減少するように作用する。
【００２３】
　排気ファン３０は、給紙部５において記録媒体２とピックアップローラ１１やバックア
ップローラ対１３が当接した際に発生した紙粉や、給紙トレイ１０から給紙された記録媒
体２に付着して取り込まれた大気中のダストを排出する。
【００２４】
　さらに仕切り板３２、仕切り板３３及びカバー部２７により仕切られているため、吸引
ファン２８から取り込まれたクリーンエアーに給紙部５で発生した紙粉や記録媒体２に付
着して取り込まれた大気中のダストが混じることはない。
【００２５】
　ベルトプラテン６下方に設けられた排気ファン３１は、ベルトプラテン６の下部に流れ
込んだ一部のエアーを画像記録装置１外部に排気する。
【００２６】
　画像記録部７及びプラテン部１６を繋ぐバイパス３７は、経路中に中間エアーダンパ２
３を有している。　
　エアー流制御部３４は、ファンコントローラ３５及びダンパコントローラ３６を備えて
いる。エアー流制御部３４は、電気的に画像記録部圧力センサー２４及びプラテン部圧力
センサー２２と接続する。画像記録部圧力センサー２４は、画像記録部７の圧力情報をエ
アー流制御部３４に、プラテン部圧力センサー２２は、プラテン部１６の圧力情報をエア
ー流制御部３４に、それぞれの情報信号を用いて伝達する構成を備える。ファンコントロ
ーラ３５は、吸引ファン２８及びプラテンファン２１の風量を任意に変更する。ダンパコ
ントローラ３６は、中間エアーダンパ２３の開閉を制御する。　
　エアー流制御部３４は、画像記録部圧力センサー２４及びプラテン部圧力センサー２２
から伝達される画像記録部７及びプラテン部１６の圧力情報に基づき、画像記録部７の圧
力Ｐ１がプラテン部１６の圧力Ｐ２より高くなるようにファンコントローラ３５へ指示を
行い、この指示に基づき吸引ファン２８及びプラテンファン２１のそれぞれの風量が制御
される。さらに、エアー流制御部３４は、ダンパコントローラ３６に指示を与えて、中間
エアーダンパ２３の駆動制御を行っている。
【００２７】
　図１、図２、図３、図４、及び図５を参照して画像記録装置における記録媒体２の搬送
及びエアーによる吸着方法について詳細に説明する。　
　図４は吸湿した状態の記録媒体がプラテン部に吸着・搬送された状態を示す図である。
図５はプラスカールした状態の記録媒体がプラテン部に吸着・搬送された状態を示す図で
ある。　
　給紙トレイ１０に収容された記録媒体２は、駆動したピックアップローラ１１によって
取り出される。取り出された記録媒体２は、図示しない搬送路に沿ってレジストレーショ
ンローラ対１２に向けて搬送される。この記録媒体２の先端が、搬送方向下流側において
レジストレーションローラ対１２に到達した際、レジストレーションローラ対１２と記録
媒体２との向きのズレを補正するための調整が行われる。なお、記録媒体２は、矩形形状
のカットシート状であり、長手方向に中心軸を有しているものとする。また、記録媒体２
の先端は、長手方向と直交する幅方向に沿って延びているものとする。
【００２８】
　記録媒体２は、レジストレーションローラ対１２に到達するまでに、ピックアップロー
ラ１１の取り出し状態や摩擦等の種々の要因により記録媒体２先端の向きがレジストレー
ションローラ対１２の長手方向に対して、傾斜した状態（斜行）が発生する。この斜行状
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態の記録媒体の画像記録領域とインクジェットヘッド２６による画像記録領域との間にズ
レが生じる。つまり、記録媒体２に記録される画像のはみ出しが発生する。
【００２９】
　そこでズレ補正のために、停止状態のレジストレーションローラ対１２に記録媒体２を
当接させ、さらに所定時間、ピックアップローラ１１が記録媒体２を送り込む。この記録
媒体２は、記録媒体搬送路から中央側に浮き上がりループ状に湾曲する。湾曲した記録媒
体２は、ピックアップローラ１１からの搬送力及び記録媒体２の復元力により、記録媒体
２の端部がレジストレーションローラ対１２に適合するようにレジストレーションローラ
対１２に押しつけられる。そして、記録媒体２の先端は、レジストレーションローラ対１
２の長手方向全体に渡って接触する。この結果、記録媒体２の搬送幅方向は、レジストレ
ーションローラ対１２の長手方向と一致し、記録媒体２の長手方向中心軸が、記録媒体２
の搬送方向と一致し、ズレが補正される。
【００３０】
　このズレ補正後、レジストレーションローラ対１２は、駆動を開始し、記録媒体２をベ
ルトプラテン６に向かって搬送する。記録媒体２の先端がレジストレーションローラ対１
２からバックアップローラ対１３に到達した際にも、前述した浮き上がりによる記録媒体
２のズレ補正が行われる。
【００３１】
　記録媒体２が各搬送ローラに当接して発生する紙粉は、排気ファン３０により画像記録
装置１外部に排出される。この際、仕切り板３２，３３は、紙粉が搬送方向に流れ込むこ
とを防止する。なお、プラテンファン２１は、記録媒体２がバックアップローラ対１３に
到達する前のタイミングに駆動を開始し、且つプラテンローラ１４が駆動を開始する。
【００３２】
　記録媒体２がバックアップローラ対１３に到達する前のタイミングに駆動したプラテン
ファン２１はベルト１５上の多数の小径からなるベルトの孔２５及びプラテン２０を通じ
てエアー吸引を行い、ベルト１５上に負圧を発生させる。
【００３３】
　プラテンファン２１によるエアー吸引は、カバー部２７によって略密閉されている画像
記録部７からベルト１５上の多数の小径からなるベルトの孔２５及びプラテン２０を通じ
てベルトプラテン６に流入するエアー流量を増加させる。
【００３４】
　これにより画像記録部７内の圧力Ｐ１が減少する。圧力減少を防止するため、画像記録
部圧力センサー２４によって伝達された画像記録部７内の圧力情報に基づきエアー流制御
部３４がファンコントローラ３５へ指示を行い、吸引ファン２８の風量が増加される。画
像記録部７内に流入するエアーの増加は、画像記録部７内の圧力を上昇させ略同一圧に保
持する。
【００３５】
　次に吸湿した記録媒体２のプラテン２０上での吸着方法について図４を参照して詳細に
説明する。図４（a）は断面Ａにおける記録媒体２の搬送直後の様子を示す。断面Ａの位
置では、プラテン２０の中央部分にのみプラテンの孔１９が存在し、図４（ｂ）に示すよ
うに記録媒体２の先端の中央部分のみがプラテン２０に吸着されている。このとき、記録
媒体２の中央部分以外は、吸着されておらずベルト１５上に載せられているだけである。
従って記録媒体２の中央部がプラテンファン２１により吸着し、中央部以外の接触部が記
録媒体幅方向に自由に移動する。更に図４（ｃ）に示すように断面Ｂに搬送された記録媒
体２は、断面Ｂでは記録媒体幅方向にプラテンの孔１９の数量が増えているため、吸引エ
リアが中央より広がり、中央部より徐々に記録媒体２のしわを伸ばしながらプラテン２０
に吸着し徐々にプラテン部１６を遮蔽する。更に図４（ｄ）に示すように記録媒体２の先
端が断面Ｃに到達するとプラテンの孔１９は、全記録媒体幅に配置されており、図４（ｃ
）ではプラテン２０に吸着されていなかった記録媒体２の両端もプラテン２０に吸着し遮
蔽する。



(9) JP 4910088 B2 2012.4.4

10

20

30

40

50

【００３６】
　また、プラスカールした状態の記録媒体２のプラテン２０上での吸着方法について図５
を参照し説明する。　
　プラテン２０上でプラスカールした記録媒体２の吸着方法は、吸湿した記録媒体２のと
きと同様に下流方向に搬送されるにつれて図５（ａ）、（ｂ）、（ｃ）及び（ｄ）に示す
ように中央部から記録媒体搬送幅方向に徐々に広がって吸着されていく。　
　プラテン２０の一部を遮蔽した記録媒体２は、画像記録部７からプラテン２０を通過し
てプラテン部１６に流れ込むエアー流量を減少させる。このエアー流量の減少によりプラ
テン部１６の圧力Ｐ２は記録媒体２が遮断する前に比べて減少する。　
　一方、画像記録部７は、吸引ファン２８からエアーを取り込み、且つ流出するエアーは
、記録媒体２によって遮断されているため画像記録部７の圧力Ｐ１は上昇する。これによ
り、画像記録部７の圧力Ｐ１とプラテン部１６の圧力Ｐ２の圧力差は大きくなる。その際
、画像記録部７の圧力Ｐ１の圧力情報及びプラテン部１６の圧力Ｐ２の圧力情報は、画像
記録部圧力センサー２４及びプラテン部圧力センサー２２を通じてエアー流制御部３４に
伝達される。
【００３７】
　エアー流制御部３４は、ファンコントローラ３５によって吸引ファン２８及びプラテン
ファン２１の風量を記録媒体２がプラテン部１６に吸着するのに必要な圧力で、且つ記録
媒体２がプラテン部１６を遮断する前の適正な差圧、例えば略同一圧に保つように制御す
る。
【００３８】
　さらに、図２に示すように記録媒体２がプラテンの孔１９を完全に遮蔽するように搬送
されると吸引ファン２８により流入したエアーが画像記録部７に溜まり画像記録部７の圧
力Ｐ１は急激に上昇する。　
　また、プラテン部１６の圧力Ｐ２は記録媒体２がプラテン２０を完全に遮蔽しエアーが
流入されないため急激に減少する。
【００３９】
　よって、エアー流制御部３４は、記録媒体２がプラテンの孔１９が完全に遮蔽されるこ
とで発生する急激な圧力の変動に対応して、ダンパコントローラ３６に指示して、中間エ
アーダンパ２３を開放させる。
【００４０】
　開放した中間エアーダンパ２３において、バイパス３７を通じてエアーを画像記録部７
からプラテン部１６へ送り込むことで急激な圧力の変動が緩和するように制御される。
【００４１】
　記録媒体２がプラテン２０のベルト１５上を排紙部９方向へ搬送されるに従い、記録媒
体２の後端が通り過ぎ、開放されたプラテンの孔１９が現れ、記録媒体２による完全遮蔽
が解除される。これにより中間エアーダンパ２３がエアー流制御部３４のダンパコントロ
ーラ３６によって閉口され、画像記録部７の圧力低下或いは、プラテン部１６の圧力低下
を防止する。
【００４２】
　記録媒体２が排出部９に搬送されるに伴い、記録媒体２により遮蔽される面積が減少し
、吸引ファン２８とプラテンファン２１はエアー流制御部３４のファンコントローラ３５
により多くエアー流量を流入させ、画像記録部７の圧力低下或いは、プラテン部１６の圧
力低下を防止する。　
　その後、記録媒体２の排出部９への排出に伴い、プラテンファン２１は停止し、それに
伴って吸引ファン２８のエアー流量も減少する。
【００４３】
　本実施形態における画像記録装置１は、画像記録部７の圧力Ｐ１とプラテン部１６の圧
力Ｐ２の差圧が必要最小限になるように画像記録部７の圧力Ｐ１とプラテン部１６の圧力
Ｐ２の圧力情報により、吸引ファン２８及びプラテンファン２１のエアー流量を制御する
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。
【００４４】
　さらに、バイパス３７に設けられた中間エアーダンパ２３が、適正な差圧になるように
必要に応じて開口し、バイパス３７を通じてエアーを送り込み高速で搬送される記録媒体
２によって変動する画像記録部の圧力Ｐ１とプラテン部１６の圧力Ｐ２の圧力を適正に制
御する。　
　バイパス３７に組み込まれている制御された中間エアーダンパ２３は、画像記録部７と
プラテン部１６の圧力差をより迅速に必要最小限の値に制御することができる。　
　また、発生した差圧はベルトプラテン６側から画像記録部７に紙粉やその他の浮遊した
コンタミが逆流することを防止し、記録媒体２をベルトプラテン６に確実に吸着し、且つ
インクジェットヘッド２６周辺のエアーの風速を最低限に維持することができる。また、
略同一圧に保たれた圧力は、画像記録部７を囲うカバー部２７の外から大気中のダストと
いった塵挨が画像記録部７に進入することを防止する。よって、インクジェットヘッドか
ら吐出したインク滴の着弾精度を悪化させることがなく画像の劣化を防止できる。又、常
に必要最小限のエアー流量を画像記録部７に送り込んでいるため、吸引フィルタ２９の寿
命を長くすることができる。
【００４５】
　プラテン部１６に設けたプラテン２０上のプラテンの孔１９は、断面Ａ、断面Ｂ及び断
面Ｃと下流に搬送されるに従って記録媒体幅方向中央部分から記録媒体幅方向にプラテン
の孔１９が増える様に配置されており、実質的に吸引エリアが下流方向に流れるにつれて
中央から記録媒体幅方向に広がっている。吸湿等により波打ち、またはプラスカールした
記録媒体２を記録媒体幅中央部から幅方向に向けて吸着し、且つ記録媒体２の先端の中央
部分のみがプラテン２０に吸着されているので、記録媒体幅中央部以外の接触部分は搬送
幅方向に自由に移動ができるためにしわを伸ばすようにプラテン２０に吸着できる。さら
に強力な負圧を搬送された記録媒体２の先端部に及ぼす必要が無いため、インクジェット
ヘッド２６から吐出したインク滴からの着弾ズレが少なく高品質で高品質な画像の記録が
できる。
【００４６】
　本発明の第１の実施形態では、画像記録部７及びプラテン部１６の画像記録部圧力セン
サー２４及びプラテン部圧力センサー２２の圧力情報に基づいてエアー流制御部３４が、
吸引ファン２８、プラテンファン２１、中間エアーダンパ２３を制御している。しかしそ
れに限定されることなく、記録媒体２の種類、大きさ、搬送速度、ペーパーギャップ情報
を記録媒体２が搬送される前に本装置に入力することで、差圧を制御することも可能であ
る。
【００４７】
　本実施形態では、搬送時に波打ち及びプラスカールした記録媒体を例にとり説明してい
るが、この２つの状態の記録媒体に限定する必要はない。
【００４８】
　さらに本実施形態は、プラテン部１６の内部は１つの吸引室になっているが、図６で示
すように吸引室を複数に区切り、各部屋ごとにプラテンファン２１を設ける変形例を用い
ても良い。　
　本変形例は、最上流の部屋であるプラテン部室４２が下流方向に設けられたプラテン部
室４３及び４４よりもプラテンファン４１が多く設けられているために負圧を高く設定で
き、搬送された記録媒体２を確実に吸着する構成である。
【００４９】
　次に、図７を参照して本発明に係る第２の実施形態について詳細に説明する。　
　図７は、プラテン部１６を上部から見た際のベルト１５とプラテン２０の関係を示す概
略図である。　
　また、本実施形態の構成部位について、プラテン部１６以外の構成は、第１の実施形態
と同等であり且つ前述した第１の実施形態と同等の部位には同じ参照符号を付してその詳
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細な説明は省略する。プラテン部１６以外の動作は、第１の実施形態と同等なので省略す
る。　
　本実施形態は、記録媒体２が断面Ａ、断面Ｂ及び断面Ｃと下流方向に搬送されるに従っ
て記録媒体幅の端部から記録媒体幅方向にプラテン上のプラテンの孔１９が、徐々に増え
るように配置されており、吸引エリアが下流に流れるにつれて記録媒体幅の端部から記録
媒体幅全体方向に広がっている構成である。　
　プラテン２０上での記録媒体２の吸着方法は、吸着の始まりが端部であること以外は、
図４及び図５と同等である。　
　本実施形態は、プラテン２０から一部分が浮いた記録媒体２をプラテン２０に吸着させ
る場合、記録媒体２がプラテン２０にまさに吸着される領域で風量が必要になる。よって
記録媒体端部からプラテン端部へまさに吸着しようとしているエリアが一カ所のみである
ため、プラテンファン２１によって発生する風量を１カ所に集中できるため、より確実に
記録媒体２をプラテン２０に吸着することができる。
【００５０】
　次に、図８及び図９を参照して本発明に係る第３の実施形態について詳細に説明する。
　
　図８は、プラテン部１６を上部から見た際のベルト１５とプラテン２０の関係を示す概
略図である。　
　図９は、プラテン部１６の内部仕切りの構成図である。　
　また、本実施形態の構成部位について、プラテン部１６部以外の構成は、第１の実施形
態と同等であり且つ前述した第１の実施形態と同等の部位には同じ参照符号を付してその
詳細な説明は省略する。プラテン部１６以外の動作は、第１の実施形態と同等なので省略
する。
【００５１】
　本実施形態の構成においてプラテン上のプラテンの孔１９は、プラテン２０の全面に均
一に設けられている。また、プラテン部１６は、プラテン部室４６，４７，４８，４９及
び５０に仕切りを設けている。プラテン部室４７は、Ｖ字状に搬送方向に広がる形状で、
プラテンファン４５が設けられている。プラテン部室４７は、プラテンファン４５によっ
てプラテン２０の上でＶ字状に狭い範囲で大きな負圧が発生する様に設定されている。
【００５２】
　Ｖ字状の負圧のエリアが、記録媒体２を中央部より両端へ向かい強力な負圧を発生させ
ることで記録媒体２の中央部よりしわを伸ばす様にプラテン２０に確実に吸着することが
できる。プラテン２０から浮いた記録媒体２をプラテン２０に吸着させる際、記録媒体２
がプラテン２０にまさに吸着しようとする領域で風量が必要である。吸着しようとしてい
る狭いエリアが徐々に記録媒体幅両端方向に広がる様にプラテン部１６を仕切っており、
更に他の吸引室より負圧が高く設定されているため、ほぼ確実に記録媒体２をプラテン２
０に吸着することができる。
【００５３】
　次に、図１０、図１１、図１２、図１３及び図１４を参照して本発明に係る第４の実施
形態について詳細に説明する。 
　図１０は、プラテン部１６を上部から見た際のベルト１５とプラテン２０の関係を示す
概略図である。 
　図１１は、プラテン部１６の内部仕切りの構成図である。 
　また、本実施形態の構成部位について、プラテン部１６部以外の構成は、第１の実施形
態と同等且つ前述した第１の実施形態と同等の部位には同じ参照符号を付してその詳細な
説明は省略する。さらにプラテン部１６以外の動作は、第１実施形態と同等なので省略す
る。 
　本実施形態の構成は、図１０に示すように記録媒体２がプラテン２０上で搬送される際
、プラテン２０の上流部である断面Ａの位置且つ記録媒体幅方向の中央部に複数のプラテ
ン２０の孔１９を配置している。更に記録媒体２がプラテン２０上を搬送方向に搬送され
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断面Ａより下流方向の記録媒体幅全面にプラテン２０の孔１９が配置されている。断面Ｂ
及び断面Ｃにも同様に記録媒体幅全面にプラテン２０の孔１９が配置されている。 
　次に図１１を参照してプラテン部１６の内部を詳細に説明する。プラテン部１６は、記
録媒体２の搬送方向にプラテン部室５１，５２，５３に分割されている。プラテン部室５
１は、記録媒体幅方向に対して中央及び両端の３つの吸引室に分けられており、エアーダ
ンパ５４が搬送幅方向の中央と両端の吸引室の境に設けられている。エアーダンパ５４は
、中央の吸引室の負圧がある一定以上に大きくなると開放し、両端の吸引室から中央の吸
引室にエアーが流れ込むように設定されている。エアーダンパ５４は、エアーダンパ５４
の開閉情報検知するプラテンダンパセンサー５７を設けている。 
　プラテン部室５２及びプラテン部室５３もプラテン部室５１と同様に構成されている。
【００５４】
　次に本実施形態における記録媒体２のプラテン２０上での吸着・搬送方法に関して図１
２を参照して詳細に説明する。　
　図１２（a）は、吸湿により波打ちした記録媒体２の先端部分が、プラテン２０に搬送
された直後の断面Ａの状態を示す。断面Ａの位置は、中央と両端の３つの吸引室がエアー
ダンパ５４によって遮蔽され、且つプラテンの孔１９は、中央部にしか配置されていない
ため記録媒体２の中央部分のみが図１２（ｂ）のようにプラテン２０に吸着される。記録
媒体２の中央部分以外は、吸着されていないためベルト１５上に載せられているだけであ
る。中央部以外の接触部が記録媒体幅方向に自由に移動することができるため、しわを伸
ばす様に中央部を容易にプラテン２０に吸着することができる。
【００５５】
　記録媒体２が下流方向に搬送されるにつれて記録媒体２の中央部分が、プラテンファン
５０を経由してプラテン２０に吸着されるとエアーの流入が無くなるため中央の部屋の負
圧が上昇する。この際、断面Ｂでは図１２（ｃ）に示すように両端の吸引室と中央の吸引
室の間を遮蔽しているエアーダンパ５４が開放され、両端の吸引室にも負圧がかかり始め
る。断面Ｃでは図１２（ｄ）に示すようにプラテン２０に吸着されていなかった記録媒体
２の両端もプラテン２０に吸着する。
【００５６】
　図１３はプラスカールした記録媒体２の吸着・搬送方法を示す。図５（ａ）、（ｂ）、
（ｃ）及び（ｄ）に示すように吸着及び搬送時における吸着方法及びエアーダンパ５４の
開放タイミングは上述した吸湿により波打ちした状態の記録媒体２と同様である。
【００５７】
　プラテンダンパセンサー５７は、波打ちやプラスカール等により変形の激しい記録媒体
２の先端が断面Ｂに搬送され、記録媒体２の中央部がプラテン２０に吸着されないことを
防止するために設けられている。プラテンダンパセンサー５７はプラテン部室５１の負圧
がエアーダンパ５４を開放する必要圧力が働くように制御する。エアーダンパ５４の開閉
を検知するプラテンダンパセンサー５７は、異常を検知した際、ベルト１５の走行を停止
させる。これにより異常に変形した記録媒体２はプラテン２０に近接して設けられている
インクジェットヘッド２６との衝突を避ける。また、プラテン２０上に搬送方向に設けら
れている溝を経由してエアーは、常にプラテン部１６に流れ込むため、エアーダンパ５４
、５５及び５６は完全に閉鎖することはない。
【００５８】
　各部屋に設けられたプラテンダンパセンサー５７は、常に記録媒体２の中央部より確実
にプラテン２０に吸着させ、又走行中の異常に関しても迅速に検知することができる。
【００５９】
　本実施形態に用いたプラテンダンパセンサー５７の検知情報は、エアーダンパ５４、５
５及び５６の開閉情報のみである。しかし、それに限らずエアーダンパ５４、５５及び５
６がどの程度開閉しているかを検知できるセンサーを使用すれば、記録媒体２のプラテン
２０上の走行情報より詳細且つ連続的に把握することができる。　
　一般的には記録媒体２の走行をチェックする方法は、ある地点を通過したかどうかを検
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知する光学センサーやメカニカルセンサーを設ける方法がある。　
　記録媒体２の走行状態を詳細に検知するには、多くのセンサーを配置する必要がある。
例えば、センサーがインクジェットヘッド２６Ｋとインクジェットヘッド２６Ｍの位置の
みに設けた際、記録媒体２の走行チェックはインクジェットヘッド２６Ｃの位置でジャム
が発生しても記録媒体先端がインクジェットヘッド２６Ｍに達するまで待たなければなら
ない。よって例え記録媒体２の先端がインクジェットヘッド２６Ｃでジャムを起こしてい
てもセンサーが検知するまでベルト１５を搬送し続けるために、インクジェットヘッド２
６Ｃは大きなダメージを受けてしまう結果となる。
【００６０】
　そこで記録媒体２の走行に合わせて変化するエアーダンパの開放量を把握できれば、常
に記録媒体２の走行を監視でき、ジャム等による装置の破損を極力少なくすることができ
る。又、プラテン部１６を中央部と両端部の吸引室を仕切り、ダンパーを設けることで、
常に中央の負圧を保つことができる。例えば、記録媒体幅方向に仕切りが無い場合、記録
媒体幅の狭い記録媒体２が通過するとプラテン２０の開放部が大きくなり、プラテン部１
６の内部の負圧を十分に大きくすることができない。そのため更にファンの数量を増やす
必要があり、装置のコストアップに繋がる。更に風量をアップした状態で、記録媒体幅の
広い記録媒体２を搬送すると僅かなプラテン２０の開放部より、大量のエアーが流れ、イ
ンクジェットヘッド２６近傍のエアー流を乱し、着弾精度を悪くする結果を招く。図示は
されていないが、更にプラテン部１６の外壁にもダンパーを設け、プラテン部１６内部の
負圧が異常に大きくならないように制御することも可能である。
【００６１】
　また本実施形態の変形例として図１４に示すように更に記録媒体幅方向に仕切りを多く
設けることで記録媒体幅の異なる多様な記録媒体２をプラテン２０への吸着をより確実な
ものにすることができる。　
　プラテン２０に搬送された波打ち或いは、プラスカールした記録媒体２の記録媒体幅方
向で中央部にのみ負圧を作用させ、記録媒体幅中央部をプラテン２０に密着させる。その
際、記録媒体幅の中央部以外では、吸引力が作用していないので、中央部分の波打ち（凸
部）をプラテン２０に引きつける際は記録媒体幅方向に記録媒体２のしわを伸ばすことが
できる。これにより強い負圧を記録媒体２の先端に作用させる必要が無い。
【００６２】
　本変形例は、徐々に負圧を作用させるエリアを記録媒体幅の中央から両端に拡大させる
ことによって、記録媒体２のしわ（波打ち）を延ばしながら記録媒体２の中央部から記録
媒体幅方向に徐々にプラテンに記録媒体を吸着させることにより、弱い吸着負圧でも記録
媒体２をプラテン２０に密着することができる。又、エアーダンパ５４、５５及び５６の
開閉情報を検知することによって、記録媒体２がプラテン２０に吸着しているかどうかを
確認し、インクジェットヘッド２６との衝突を避けることができる。又、記録媒体中央部
のプラテン２０が、記録媒体２に遮蔽されて初めて記録媒体両端の吸引室が負圧になるの
で、記録媒体２の記録媒体幅が異なっても常に同一の圧力で記録媒体を吸引することがで
きる。
【００６３】
　次に、図１５及び図１６を参照して本発明の第５の実施形態について詳細に説明する。
　
　図１５は、プラテン部１６の内部仕切りの構成図である。　
　図１６は、記録媒体が搬送する際のプラテン部１６の概略側面図である。　
　また、本実施形態の構成部位について、プラテン部１６以外の構成は、第１の実施形態
と同等且つ前述した第１の実施形態と同等の部位には同じ参照符号を付してその詳細な説
明は省略する。プラテン部１６以外の動作は、第１の実施形態と同等なので省略する。ま
たプラテン２０におけるプラテンの孔１９の構成は第４の実施形態と同様である。　
　図１５を使用してプラテン部１６の内部仕切りを説明する。プラテン部１６は、記録媒
体２の搬送方向に従い、プラテン部室５９、６０及び６１に分割されている。プラテン部
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室５９は、更に記録媒体幅方向に中央と両端の吸引室に分かれており、中央と両端の吸引
室の境には、エアーダンパ６２が設けられている。エアーダンパ６２は、中央の吸引室の
負圧がある一定以上に大きくなると開放され、両端の吸引室からエアーが流れ込むように
設定されている。その他のプラテン部室６０及び６１も同様に構成されている。プラテン
部室５９、６０及び６１には、それぞれプラテンファン５８が２基、０基、１基設けられ
ている。プラテン部室５９に設けられた２つのプラテンファン５８はＺ軸方向に直列に並
んでいる。プラテン部室５９とプラテン部室６０及びプラテン部室６０及びプラテン部室
６１の仕切りにはプラテンダンパー６５、プラテンダンパー６６が設けられている。プラ
テン部室５９及びプラテン部室６１の負圧が一定以上大きくなるとそれぞれのエアーダン
パ５９，６１は開放され、プラテン部室６０よりエアーが流入する様に設定されている。
又、各々のダンパーには、プラテンダンパセンサー６７が取り付けられている。
【００６４】
　次に本実施形態での記録媒体２のプラテン２０上での搬送・吸引方法に関して図１６を
参照して詳細に説明する。図１６（a）は、記録媒体先端部分がプラテン２０に搬送され
た直後の状態を示す。ここでは、プラテン部室５９に設けられたプラテンファン５８によ
って記録媒体２の先端が確実に吸着される。
【００６５】
　図１６（ｂ）では、プラテン部室５９がほぼ記録媒体２によって遮蔽され、余剰となっ
た風量は、エアーダンパ６５を経由してプラテン部室６０を負圧にすることに利用される
。又、プラテンダンパセンサー６７がエアーダンパ６５及び６６に設けられており、第４
の実施形態と同様に記録媒体２の搬送状態を検知することができる。　
　記録媒体２は、図１６（ｃ）から図１６（ｄ）に至るとプラテン部室６１のプラテンを
遮蔽し、エアーダンパ６６を開放し、エアーダンパ６６を経由してプラテン部室６０を負
圧にすることに利用される。
【００６６】
　更に図１６（e）に示すように排紙直前には、エアーダンパ６６が閉じられ、プラテン
部室６１を介して確実に負圧にすることができる。　
　記録媒体２のプラテン２０への吸着のための風量は、記録媒体２が吸着していない時に
最も必要であり、一度プラテン２０に吸着さえすれば、記録媒体２のプラテン２０への遮
蔽によってプラテン部１６へのエアーの流入が少なくなる。そのため大きな風量を用いる
必要がなくて済む。
【００６７】
　よって本実施形態は、図１６に示すように記録媒体２の突入部を他の吸引室と仕切り、
ファンを多くして風量及び風圧を大きくすることで一度に吸着させ、装置内のファンの増
加をおさえている。　
　さらに、記録媒体２がプラテン部１６に吸着した後に余剰となったファンの風量を別の
吸引室に使用することによってファンの数量の軽減を図ると共に、プラテン部１６内で仕
切られた各吸引室の負圧が異常に大きくなることを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明に係る第１の実施形態における画像記録装置の内部構成を示す概略的な側
面図である。
【図２】図１における画像記録装置１において記録媒体がプラテンを遮蔽した際に中間エ
アーダンパが開口している状態を示す図である。
【図３】プラテン部を記録媒体搬送方向上部から見た際のベルトとプラテンの関係を示す
概略図である。
【図４】吸湿した状態の記録媒体がプラテン部に吸着・搬送された状態を示す図である。
【図５】プラスカールした状態の記録媒体がプラテン部に吸着・搬送された状態を示す図
である。
【図６】吸引室を複数に区切り、各部屋ごとにプラテンファンを設ける構成を示す図であ
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【図７】本発明に係る第２の実施形態におけるプラテン部を記録媒体搬送方向上部から見
た際のベルトとプラテンの関係を示す概略図である。
【図８】本発明に係る第３の実施形態におけるプラテン部を記録媒体搬送方向上部から見
た際のベルトとプラテンの関係を示す概略図である。
【図９】第３の実施形態におけるプラテン部の内部構成を示す図である。
【図１０】本発明に係る第４の実施形態におけるプラテン部を記録媒体搬送方向上部から
見た際のベルトとプラテンの関係を示す概略図である。
【図１１】第４の実施形態におけるプラテン部の内部構成を示す図である。
【図１２】第４の実施形態における吸湿した状態の記録媒体がプラテン部に吸着・搬送さ
れた状態を示す図である。
【図１３】第４の実施形態におけるプラスカールした状態の記録媒体がプラテン部に吸着
・搬送された状態を示す図である。
【図１４】第４の実施形態における変形例を示す図である。
【図１５】本発明に係る第５の実施形態におけるプラテン部の内部構成を示す図である。
【図１６】第４の実施形態における記録媒体を搬送する際のプラテン部の概略側面図であ
る。
【図１７】従来のエアー吸引を用いた際の構成例を示す図である。
【図１８】従来のエアー吸引を用いた際の構成例を示す図である。
【図１９】波打ちした状態の記録媒体に従来のエアー吸引を用いた際の搬送機構を示す図
である。
【図２０】プラスカールした状態の記録媒体に従来のエアー吸引を用いた際の搬送機構を
示す図である。
【符号の説明】
【００６９】
　１：画像記録装置、２：記録媒体、３：記録装置本体、４：装置カバー部、５：給紙部
、６：搬送部（ベルトプラテン）、７：画像記録部、１４：プラテンローラ、１５：ベル
ト、１６：プラテン部、１８：バックアップローラ、１９：プラテンの孔、２０：プラテ
ン、２１：プラテンファン、２２：プラテン部圧力センサー、２３：中間エアーダンパ２
４：画像記録部圧力センサー、２５：ベルトの孔、２６：インクジェットヘッド、２７：
カバー部、３４：エアー流制御部、３５：ファンコントローラ、３６：ダンパコントロー
ラ、３７：バイパス、４１，４５，５０，５８：プラテンファン、４２，４３，４４，４
６，４７，４８，４９，５１，５２，５３，５９，６０，６１：プラテン部室、５４，５
５，５６，６２，６３，６４，６５，６６：エアーダンパ。
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